
2021.11.30（火） 18:00～20:00
名城大学ドーム前キャンパス西館２階

社会連携ゾーンshake

愛知県は東京圏に対して若者層を中心に一貫して転出超過が続いている。

愛知県には、強い経済基盤に支えられた安定した雇用環境、東京圏などに比べ安価で良質な住宅を取得できる住環境、

大都市圏にありながら身近に自然や歴史、伝統文化に触れられる環境など、

バランスのとれた「住みやすさ」があるが、こうした本県の優れた環境は、

必ずしも全国に十分に認知されているとは言えない状況にある。

就職活動を控えた学生など、これから居住地の選択を伴う転機を迎える若年層を中心に、

働くなら愛知、住むなら愛知という大きな流れをつくっていくために

他の大都市圏に比べた本県の強みである「住みやすさ」をＰＲしていきたい。

ねらい

スケジュール

あいさつとPLAT lab.の趣旨説明

自己紹介
ー各自の取り組み、参加動機を1人1分程度で
今回のテーマ説明
ー住みやすさ発信事業の目的
ーこれまでやってきたこと
ー「住みやすさ」PRコンテンツの紹介

「一番住みたい愛知」を全国へ知ってもらうには」lab.開始

アイデア共有

振り返り

終了

18:00～

18:05～

18:20～

18:30～

19:30～

19:45～

20:00

～住むのに一番の愛知。全国の若い世代に知って共感してもらおう～

申込はこちら→

「一番住みたい愛知」を
全国へ知ってもらうには

By 愛知県地方創生課


